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幕張メッセで開催されてJapan Drone展に
松屋R&Dはドローン用エアバッグを参考出展致しました。
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ドローンはすでの多く
の分野での活用が検討
されています
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ドローンが汎用化、多様化することにより、安全面で
の完備の要求がますます高まってきています。

• 落下時の人への衝突による事故
• 落下時の物への衝突による器物破損
• ドローン搭載の高級カメラや計測器の破損
• ドローン自体の破損
• ドローンによる配送品の破損
• ドローンの海上や湖上水没による消失

すでに安全装置としてドローン用パラシュートが存在していますが
上記の安全面の全てをカバーするには不十分である。
例えば、パラシュートが開いた後はどこに飛んでいってしまうか分か
らないとか、水没は免れない。また落下速度は軽減できるが衝突時の
ダメージは緩和できない等。
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松屋R&Dは、独自のドローン用エアバッグを開発し
展示会に参考出品いたしました。

荷物配送中のドローン 異常飛行検知によりエアバッグが展開し、
衝突ダメージ軽減だけでなく、水上落下時
に沈没を防ぐ
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カバー単体

カバーにドローン実機を取付けた後のイメージ
（エアーバッグが格納された状態）

エアバッグの収納したフレームをドローンの回りに取り付けます。
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エアー
バッグ(白)

エアーバッグ
収納カバー(緑)

エアバッグはフレイムの中に独自の技術で収納されています。
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エアバッグの形状はユーザーの要求に合わせてカスタム化します。
展開
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2020年のドローン世界市場は1.6兆円、
2025年まで年平均8.3％で成⻑が予測されています
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今年の展示会はコロナ禍の下、訪問者の減少が懸念
されましたが、ドローンの多様化がますます進み、
特にアメリカではAmazon、DHL、Googleなど、す
でに無人配送の認可がされ、日本も宅配配送での急
激な需要増が予測され、松屋R&Dのブースには２日
間とも非常に多くの訪問客が訪れて、熱心に質問さ
れてました。展示会参加各社の中で、一際、目立っ
た技術の展示だと、上々の評判をいただくことがで
きたようです。今後、一刻も早く、実用化に向けて
取り組んでいく予定です。


